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本継続研究では，教科のねらい・原理から，家庭科における ESD を検討した。その結果，

その基盤には「自己と環境との関係において生活を営む上で生じた問題に対し，家政学の

研究分野で解明された法則・理論に基づき，より科学的な意思決定を行うこと」が存在して

いた。前報では，この観点から最も問題があると考えられた平成 20・21 年度版学習指導要

領に示された家庭科「衣生活学習」に焦点を当て，教師レベルでその問題を解決することを

目的として開発した中・高等学校衣生活学習のカリキュラムについて報告した。本報では，

そのカリキュラムに基づき探求学習の理論で開発した教授書試案について報告する。 
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Ⅰ はじめに－問題の本質と研究の目的－ 

１ 家庭科における ESD と研究の目的 

 本継続研究では，平成 18 年に公刊された中央教育審議会答申において，わが

国の学校教育に社会的使命として求められた「未来の日本・生活を支える人材

を育成するための ESD の充実」に，家庭科として応えるため，教科のねらい・

原理から，家庭科における ESD について検討した。その結果，その基盤には「自

己と環境との関係性において生活を営む上で生じた問題に対し，家政学の研究

分野で解明された法則・理論に基づき，より科学的な意思決定を行うこと」が

存在していた１）。前報では，この観点から最も問題があると考えられた平成 20・

21 年版学習指導要領に示された家庭科「衣生活学習」に焦点を当て，教師レベ

ルでその問題を解決することを目的として，中・高等学校の衣生活学習のカリ

キュラム「ESD を視点として『自分と被服との関係』を探求する学習」（表１）

の開発について報告した２）。本報では，そのカリキュラム開発の中で，問題と

して把握された「被服製作学習」を ESD の視点から問い直し，探求学習の理論
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で開発した教授書試案（表１－２（３））について報告する。 

探求学習を理論として授業を開発したのは，前報で述べたように，教科のね

らい・原理で編成され，「持続可能な将来の構築を意識した意思決定」が可能な

内容を編成していた米国中等学校家庭科教科書（Teen Guide）に示された衣生

活学習を分析した結果，家政学の各主題領域から抽出された知識を一般化する

ことにより，「自分と被服との関係」を生徒自身が探求できる学習原理として見

いだせたからである３）。 

 

２ 「深い学び」を成立させる学習原理としての探求学習 

周知のように，平成 29・30 年版の学習指導要領の改訂では，「深い学び」の

追求が授業改革の課題として示された。 

 佐藤学は，「深い学び」は，アクティブ・ラーニングにおける学びの質を表現

する言葉であり，①活動的，共同的，反省的な学び，②聞き合う関係を基盤と

する学び，③「ジャンプ課題」の導入，④真正の学び，⑤学びの主人公になる，

⑥ケアの共同体に支えられる，の６つの内実と条件が揃った時に実現する。「深

い学び」をアクティブ・ラーニングとして成立させるためには，従来，「教師や

教科書から与えられ，変わることがないもの」として認識されてきた知識を，

「自らの活動から新しく生まれ，学びにより創造し，再構成され，生きて働く

もの」として認識し直すことが必要だとしている。さらに，「深い学び」の成立

原理としての「真正の学び」に関しては，「教科の本質に即した学び（文学には

文学らしい学びがあり，数学には数学らしい学びがある）」と説明している４）。

シュワブは，それを「それぞれの学問には，その学問に固有なものの見方や論

じ方があり，その『構文的構造』が，その学問の本質的な特徴を表現して」い
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－ESD を視点とした家庭科教育内容開発研究（Ⅲ）－ 

るとし，それを教科の学びに導入する「探求学習」を提唱している５）。 

 以上から，前報で明らかにした家庭科の基盤をなす家政学の本質的特徴を表

現する「構文的構造」が示す「生活の主体者である人間と生活するために必要

な物の構成要素である被服との関係性」を探求する学習計画案開発することは，

授業改革の課題に教師レベルで取り組むことを意味していると考えられる。 

 

Ⅱ 探求学習に基づく授業構成の原理 

１ 「教授書」とは何か 

 本研究では，教科のねらい・原理をふまえ，科学・学問で明らかになった科

学的概念を，学習者が科学的探求の過程に主体的に参加することを通して獲得

する「探求学習」を原理とする教育内容開発研究の方法論である「教授書」の

作成手順に基づき，家庭科の衣生活学習に関する授業案を開発することとした。 

 教授書は，教師の明確な理論に基づいた主体的授業づくりの方法を示す，「科

学的探求のための問い」「検証のための事例（資料）」「発見習得すべき理論の体

系」からなる検証可能な教授・学習モデルとなる授業計画書である。 

２ 授業内容の選択：主題，理論，事例の決定 

（１）主題，理論，事例 

 探求学習に基づく家庭科の授業内容の基本となるものは，主題と理論と事例

である。 

 主題は，授業の標題（１時間，小単元名，単元名）となるものであり，その

名称は，学習経験の単位を通して子どもに習得させたい認識，学習をする際の

テーマを意味する。したがって，授業の標題は，授業で取り上げる事象・出来

事への一つあるいは一群の問いを内に含むことになる。換言すると，主題とは，

授業を構成していく際の授業を貫く問いメイン・クエッションであり，さらに

そのメイン・クエッションに答えるための一群のサブ・クエッションを含み持

つものである。 

 理論とは，授業で子どもに習得させる概念的説明的知識である。それは，学

級のすべての子どもに習得させることをねらいとする「到達目標」となるもの

である。主題が決定され，授業で取り上げられる事象・出来事およびそれへの

問いが決定されると，その問いに科学的に回答し，事象・出来事を科学的に説

明していくために，科学的な理論が必要となる。 

 事例は，主題の問いに答え，理論を発見し，吟味し習得していく上の素材と

なるものである。探求学習に基づく家庭科授業は，主題を決定し，より一般的

普遍的な事象・出来事をとらえ，「なぜ」と問いかけ，それに回答することによ

り理論を獲得していくことになるが，その問いへの回答は，具体的な事例の分

析によってなされていく。理論は，具体的な事象・出来事を分析する過程で発

見・創造され，それらに基づき吟味，修正，発展させられていくべきものであ

り，具体的な事例の分析を通して習得され，応用されていく時，子どもの見方・

考え方となっていく。 

（２）主題と理論の決定 
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 開発した教授書では，「主題」を「私たちが着用する衣服はどのように構成さ

れるのか？」とし，それに対応する「人と衣服の関係と衣服の機能」「衣服構成

の原理・原則「衣服をリメイクする意味」の３つの理論を設定した。 

（３）事例の決定 

 これらの獲得に必要となる事例は，前報で示した櫛田氏の「古ワイシャツの

研究」から，古ワイシャツからのリメイクを以下の順に検討した。 

 ①学習指導要領・教科書で取り上げられている被服製作物の検討 

 平成 20・21 年版学習指導要領・教科書に示された小・中・高等学校家庭科で

取り上げられている被服製作物は，表２に示す通りである。小・中・高等学校

ともに，製作に関しては，ファイルカバー，トートバッグ，マイチェアカバー，

防災リュック，環境や資源に配慮

した衣生活においては，トレーナ

ーをクッションカバーやレッグウ

ォーマーにリメイクしたり，セー

ターやズボンをバッグにリメイク

することが挙げられていた。衣服

の製作は，小学校のカフェエプロ

ンと中学校のハーフパンツのみで

あった。 

 ②古ワイシャツから製作でき

る大きさの衣服の検討 

 しかし，前報でも述べたよう

に，家庭科衣生活学習の目的か

ら，被服製作では，衣服の製作を

取り上げ，人間と衣服の関係を考

える学習を展開したいと考え，古

ワイシャツから製作できる大き

さの衣服として，幼児の衣服に着

目した。 

 学習指導要領解説を検討する

と，中学校家庭科の保育学習にお

いて，「家族又は幼児の生活に関

心をもち，課題をもって家族関係又は幼児の生活に工夫し，計画を立てて実践

できること」の指導項目に関して「幼児の遊び道具の製作，間食の調理，簡単

な衣服の製作など，幼児の生活に役立つものを計画を立てて作ったり，作った

ものを用いて幼児との触れ合いやかかわり方を工夫したりすることなども考え

られる」６）という記述があった。これから，幼児と触れ合いやかかわりを持つ

という学習の前に，幼児の「簡単な衣服の製作」をする時間を，幼児の衣服製

作にすることで，保育の学習時間も活用した衣服製作授業の可能性が見いだせ

た。 
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 ③平成 20・21 年版学習指導要領・教科書に示された被服製作で習得すべき知

識・技術の検討 

 古ワイシャツから幼児の衣服を製作する場合，その製作で，習指導要領・教

科書の被服製作で取り上げられている知識・技術を習得できるようにしなけれ

ばならない。そのため，小・中・高等学校家庭科学習指導要領解説と教科書か

ら，被服製作・手入れに関する知識・技術を抽出した。その結果は，表３に示

す通りである。 

これから，表３に示す中学校被服製作に関する知識・技術を含み，高等学校

ではそれがより系統的に発展した学習となるように，中学校では「幼児の袖な

しスモック」，高等学校では「幼児のスモック」を事例として設定した。 

以下，開発した中学校の教授書試案とその授業構成の論理について述べる。 

 

Ⅲ 中学校家庭科「被服構成－古ワイシャツのリメイクによる幼児の袖なしス

モック製作－」教授書試案 

１ 「被服構成－古ワイシャツのリメイクによる幼児の袖なしスモック製作－」

の授業構成の論理 

 前報で述べた衣生活学習の目的から，小単元では「わたしたちが着用する衣

服はどのように構成されるのか」ということを，衣服のリメイクを通して明ら

かにする」ことを目的とした。この目的を，学習者が探求できるように，テー

マである「被服はどのように構成されるのか」を，学習のし方を変えて三度繰

り返して学習できるように授業を次のように構成した。 

 ①導入部 

 導入部では，テーマを直観的につかむことができるように，袖なしスモック

の実物を提示し，教師が「これは，何か。」「どこで手に入れたと思うか。」と問

う。そして，前時の学習で分解した古ワイシャツ（表１ ２－(2)－④）から，

袖なしスモックを製作し，幼稚園を訪問する時に持っていくことを告げる。 

 ②展開部 

 展開部では，導入部で直観的につかんだテーマを，分析的に学べるように８

段階の学習で構成した。 

 分析的な学習１では，「人間と衣服の関係」を考えさせるために，袖無しスモ

ックを着た幼児の写真を提示し，「なぜ，スモックを着るのか」と問い，衣服の

機能を理解させる。 

 分析的な学習２では，「何歳児用のスモックか」「幼児と衣服の大きさはどの

ようにすれば分かるか」と問い，袖なしスモックの大きさを考えさせることで，

製作する前には，製作するものの大きさを知る必要性を理解させ，採寸の概念

をおさえる。 

 分析的な学習３では，ワイシャツを分解した時と同じように，袖なしスモッ

クを分解すると，どのような部分から成り立っているのか，袖なしスモックの

構成を予測させ，分解した袖なしスモックを提示し，被服構成を理解させる。

そして，ぬいしろに気づかせ，布を裁断する時には，できあがりの大きさにぬ
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いしろ部分を足して考えなければならないことを理解させる。 

 分析的な学習４では，型紙の実物を見せ，分解したスモックと比較させ，「で

きあがりの大きさに切ったものが型紙である」という型紙の定義を理解させる。

布目線について確認した後に，「どのような順序で型紙を配置するのか」と問い，

布が無駄にならないような配置の仕方を考えさせる。そして，布と型紙がずれ

ないようにするために，まち針でとめることの必要性に気づかせ，まち針の打

ち方を理解させる。型紙配置の原則を確認した上で，それに従い実際に袖なし

スモックの型紙を，分解したワイシャツの上に配置させる。 

 分析的な学習５では，まず，製作に必要な用具について理解させる。裁断す

る時は，平らな場所で，布をなるべく持ち上げないようにすることや，はさみ

の下側を台につけて布を裁つことを理解させる。そして，縫いしろの印をつけ

させ，裁断させる。次に，ミシン縫いをする前に，しつけ糸であらく仮縫いを

しておくと，縫っている間に布地がずれにくくなることを理解させる。 

 分析的な学習６では，ミシン縫いの準備として，実習中やミシンの使用で気

をつけることを確認させ，ミシンで縫える状態にさせる。 

 分析的な学習７では，分解したワイシャツのカフスを使って試し縫いをし，

糸調子を確認させ，直線縫いの練習をさせる。 

 分析的な学習８では，「スモックをどのような順で縫い合わせるのか」と問い，

その原則を説明し，縫い方の原則と各部の縫い方について確認し，袖なしスモ

ックの製作に入る。まず，ポケットを作り，前身頃に縫い合わせ，前後身頃そ

れぞれに見返しをつけ，肩を縫う。次に，襟ぐりにステッチをかけ，見返しと

身頃の脇を続けて縫い，袖ぐりにステッチをかけ，スナップボタンと飾りボタ

ンを付けて，袖なしスモックを仕上げる。 

 ③終結部 

 終結部では，分解前のワイシャツと古ワイシャツから作った袖なしスモック

を提示し，「不要な衣服をリメイクすることに，どのような意味があるのか」と

問い，表１の「２ どのようにして科学的な衣生活を営むのか？－『持続可能

な発展』を目指して－」で明らかにした「②私の衣服の生涯」「③『持続可能な

発展』を目的とした被服計画」から，「不要な衣服をリメイクすることは，衣服

の廃棄を先延ばしする意味がある」こと，また，「不要な衣服から必要な衣服を

作ることは被服費を節約し，衣服の廃棄量を減らす意味がある」ことを獲得さ

せ，学習を終了する。 

 

２ 「被服構成－古ワイシャツのリメイクによる幼児の袖なしスモック製作－」

教授書試案 

 開発した教授書試案は，資料１に示す通りである。 

 

Ⅳ おわりに 

 開発した中・高等学校の教授書試案は，岡山県・香川県の中・高等学校で実

践されている。その結果に関しては，別稿で報告したい。 
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Development of a Lesson Plan Based on the Theory of Inquiry-based Learning in 

Junior High School Home Economics Class “Clothing Composition: Making Sleeveless 

Smocks for Toddlers by Remaking Old Shirts” 

Development of the Home Economics Curriculum Based on the ESD（Ⅲ） 

 

SATO Sono*1,  WAKISAKA Risa*2,  ISHIKAWA Yoshiko*3  HIRATA Michiko*4 

 

(Abstracts) In this ongoing research, ESD in home economics was examined from the 

aim and principle of the subject. As a result, the following idea existed as its 

foundation:“To solve the problems that arise in living in the relationship between 

the self and the environment, based on the laws and theories clarified in the 

research field of home economics, to make scientific decisions.” In the previous 

report, we focused our analysis on the "Clothes Learning" in home economics as 

indicated in the 2008/2009 Courses of Study, which was considered to be the most 

problematic from this perspective. Then, we reported on the "Curriculum for Clothes 

Learning" for junior and senior high schools, which was developed with the aim of 

solving the problem at the teacher level. In this paper, we report on the lesson 

plan developed by the theory of inquiry learning based on the curriculum. 

 

Keywords : ESD, content development research, home economics clothing life 

learning, middle and high school, proposed lesson plan based on the 

theory of inquiry learning 
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